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素粒子･原子核・宇宙線分野の領域化

• 2005年3月より領域化
「宇宙線」分科→「宇宙線・宇宙物理」領域

• 宇宙線・宇宙物理領域運営委員会
• 領域代表 杉山 直（国立天文台）

– 任期 2005年10月より1年
– 領域委員会に委員として参加
– 領域委員会は、年次大会・秋季（春季）大会の内容および
これらの大会に関する諸問題を審議する。」

• 領域副代表 梶田隆章（東大宇宙線研）
– 任期 2005年10月より1年
– 領域代表委員を補佐、次期領域代表予定者



次期領域副代表
• 社団法人 日本物理学会 領域委員会規定

• （2004年6月12日 第449回理事会承認）

…
• （領域副代表）

• 6. 各領域は領域インフォーマルミーティングで選出
された領域副代表を置く。領域副代表は、領域委員
会、プログラム編成、領域インフォーマルミーティン
グが円滑に運営されるように領域代表委員を補佐
する。

横山順一氏（東大理ビッグバ
ン宇宙国際研究センター）

［次々期領域代表予定者］

運営委員会に
よる推薦



宇宙線・宇宙物理領域運営委員会

• 領域代表と、各研究者団体の間の調整を行い、物理学会年
会のシンポジウムや企画講演･招待講演を企画

• 宇宙線研究者会議(CRC)から３名、理論天文懇談会から２
名、高エネルギー宇宙物理連絡会から１名の代表と、領域
代表

• 次期領域代表・領域副代表の推薦

• CRC 神田展行（大阪市大理）、戎崎俊一（理研）、

西嶋恭司（東海大理）

• 理論懇 山田章一（早稲田大, 2006年9月より）（ 長

澤倫康（神奈川大理）)、白水徹也（東工大理）

• 高宇連 國枝秀世（名古屋） ( 北本俊二（立教大理) )

• 領域代表、オブザーバーとして領域副代表

☆ 任期は各団体に一任 ⇒ 各年次大会で次期委員を承認



次期世話人

• 現世話人
– 白水徹也 （東京工業大学理工学研究科）

2005年5月～2006年4月
– 田村忠久（神奈川大学工学部）

2005年11月～2006年10月

• 次期世話人

– 山田章一（早稲田大学理工学術院）
2006年5月～2007年4月 （承認済み）

– 吉越貴紀（東京大学宇宙線研究所）

2006年11月～2007年10月



若手を対象とした物理学会の賞の新設のた
めの議論のお願い

1. 賞の種類、 例えば論文賞としてか、業績に対して
の賞か、学会年次大会、秋季大会発表の賞かなど。

2. 対象とする年齢の上限。

3. 賞を出す年間回数、１回あたりの受賞人数。

4. 選考方法。どのような分野区分をして選考するか、
現在の領域でよいか。選考委員の選定など。

5. 表彰状のみか、副賞を考えるか。

6. 他の若手賞との関係など。

2005年9月6日 日本物理学会会長 佐藤勝彦

→ 意見を集約して理事会に報告

日本物理学会若手奨励賞関係

2005年秋の物理学会領域全体懇談会





2007年5月頃



2007年9月





御議論していただきたいこと

• 宇宙線・宇宙物理領域で３名（上限）の受賞者枠。こ
れを理論系１、実験系２推薦でよいでしょうか？

• 候補の選考は各領域に任されています。具体的な
候補者選考をＣＲＣ、高宇連、理論懇の組織をベー
スにおこなう必要があるので、この実施方法を議論、
決定する必要があります。（最初の領域としての受
賞者候補を２００７年５月までに選ぶ。次の候補は２
００７年１１月までと変則的。）

• 現在ある賞はどうするか？（基本的に物理学会賞に
移行と仮定されているようですが、それでよいでしょ
うか？） (ＣＲＣ賞は副賞（賞金）として存続したいと
の意見がでています。)

• 物理学会若手賞は、領域ごとでの運営となっている
ので、最終的に細かい運営については領域運営委
員会にまかせていただけますか？



メモ



議論となった点

• ＣＲＣと高宇連の選考委員会と賞金の関係

• 同じことを理論懇とのかねあい

• 新領域委員の任期はいつから？（山田さん；
２００６年１０月で正しい？）國枝さんは？



予備



参考: 宇宙線分科世話人リスト

• 2005.5-2006.4 白水徹也 （東工大理）
• 2004.11-2005.10 﨏（さこ）隆志（名大STE研）
• 2004.5-2005.3 長澤倫康（神奈川大理）
• 2003.11-2004.10 河内明子（東大宇宙線研）
• 2003.5-2004.4 樽家 篤史（東大理ビッグバン）
• 2002.11-2003.10 吉田 滋（千葉大理）
• 2002.5-2003.4 北山 哲（東邦大理）
• 2001.11-2002.10 荻尾彰一（東工大理）
• 2001.5-2002.4 杉山 直（国立天文台）
• 2000.11-2001.10 中畑雅行（東大宇宙線研）
• 2000.5-2001.4 椎野 克（東工大理工）
• 1999.11-2000.10 西嶋恭司（東海大理）
• 1999.5-2000.4 大原謙一（新潟大理）
• 1998.11-1999.10 梶田隆章（東大宇宙線研）
• 1998.5-1999.4 石原秀樹（東工大理）
• 1997.11-1998.10 森 正樹（東大宇宙線研）
• 1997.5-1998.4 横山順一（京大基研）
• 1996.11-1997.10 梶野文義（甲南大理）

• 1996.5-1997.4 田原 譲（名大理）
• 1995.11-1996.10 堀田直巳（宇都宮大教育）
• 1995.5-1996.4 杉之原立史（東大理）
• 1994.11-1995.10 村木綏（名大STE研）
• 1994.5-1998.5 川崎雅裕（東大宇宙線研）
• 1993.11-1994.10 川上三郎（大阪市大理）
• 1993.5-1994.4 岡田 淳（東大宇宙線研）
• 1992.11-1993.10 水本好彦（神戸大理）
• 1992.5-1993.4 手嶋政広（東大宇宙線研）
• 1991.11-1992.10 宗像義教（中部大工）
• 1991.5-1992.4 松原 豊（東工大理）
• 1990.11-1991.10 宗像一起（信州大理）
• 1990.5-1991.4 吉井 尚（愛媛大教養）
• 1989.11-1990.10 柳町朋樹（立教大理）
• 1989.5-1990.4 垣本史雄（東工大理）
• 1988.11-1989.10 長谷部信行（愛媛大教養）
• 1988.5-1989.4 鳥居祥二（神奈川大工）
• 1987.11-1988.10 野上謙一（独協医大）
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